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「小林市地域福祉計画」は、地域福祉の推進を図るための基本的指針

となるものです。小林市の地域福祉の基盤や体制づくりの推進を図るた

め、市が策定します。 

一方、「小林市地域福祉活動計画」は、「地域福祉計画」を実行するため

の住民活動や行動のあり方を定めるため、小林市社会福祉協議会が策定

します。市民参加のもと、行政・住民・地域福祉団体・ボランティアなど

が互いに連携し、それぞれの役割や協働について、明確にしています。 

計画の実効性を高めるため、２計画を一体的に策定しています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

計画表紙イラスト募集 最優秀賞 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林市立三松小学校 ３年 

永住 朔大さんの作品 

 

平成 12 年に 51,697 人であった小林市の総人口は、20 年後の令和２年には 8,027 人減の 43,670

人まで減少しました。また、総人口に占める 65 歳以上の高齢者の割合（高齢化率）は、平成 12 年の約

４人に１人の割合（24.2％）から、令和２年には約３人に１人の割合（37.３％）に上昇しました。 

このことから、小林市では、人口減少と少子高齢化が進行していることがわかります。そして、今後も

長期にわたって続くことが予測されています。 

人口減少や少子高齢化、そして新型コロナウイルス感染症の発生など、小林市の環境が変化し続ける

なか、調査や地域別座談会によって以下のような課題が浮かび上がってきました。 

市民のみなさまとともに、小林市と小林市社会福祉協議会では、様々な課題に対応していくため、 

以下のような取組を推進していきます。 

 

 

  

●  
 
（１）ニーズの多様化・複雑化への対応       

（２）包括的な相談支援体制の推進  

（３）地域包括ケアシステムの深化・推進       

（４）多機関協働のネットワーク構築の推進  

（５）重層的支援体制整備事業の推進  

 

●  
 
（１）地域住民の交流促進              

（２）地域の見守り・支え合い活動の推進  

（３）安心・安全に暮らせるまちづくり             

（４）保健医療・福祉サービスの充実  

 

● 
 
（１）地域福祉に関する意識の醸成                 

（２）地域福祉を支える担い手の育成  

（３）地区・校区社会福祉協議会の活性化           

（４）住民主体による助け合いの体制づくり  

（５）地域内のネットワーク構築の推進             

（６）地域で活動する団体等との連携の推進 

 

福祉のまちづくりを進めるにあたっては、市民のみなさま一人ひとりが一人の市民、一人の地域住民と

して、まちづくりに協力・参加していくことが大変重要です。 

この計画では、「住民（みなさま）ができること」として、以下のような取組を掲げています。 

まずは、それぞれができることから協力をお願いします。 
 

 


